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上
関
町
長

新
年
の
ご
挨
拶

　

町
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
政
に
対
す
る
日
頃
の
ご
協
力
に
感
謝
し
つ
つ
、
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
よ
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
と
い
う
未
曽
有
の
災
害
に
見
舞

わ
れ
た
、
大
変
な
年
で
し
た
。
被
害
者
の
方
々
に
は
慰
め
る
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
何
は
と
も
あ
れ
一
日
も

早
く
元
の
生
活
を
取
り
戻
し
、
復
興
に
向
か
っ
て
着
実
に
前
進
す
る
こ
と
を
願
う
次
第
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
大
災
害
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
わ
が
上
関
町
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
ご
存
知
の
よ

う
に
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
抜
本
的
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
現
在
の
原
子
力
発
電
所
の
新
規
立
地
は
、
事
実
上
中
断
し
て
い
る
状
態
で
す
。
今
後
ど
う
な
る
か
は

全
く
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
三
十
年
近
く
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
原
子
力
発
電
所
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
き

ふ
る
さ
と
を
守
る
決
意
を
新
た
に
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元旦の朝

た
当
町
に
と
っ
て
は
、
ま
こ
と
に
厳
し
い
状
況
に
立
ち
至
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
原
子
力
発
電
所
立
地
の
大

前
提
で
あ
る
安
全
性
に
問
題
が
生
じ
た
以
上
、事
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
今
は
、
国
の
方
針
を
基
本
的
に
は
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
長
い
道
の
り
を
振
り
返
る
と
、
町
民
の
皆
様
の
中
に
は
様
々
な
思
い
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。
私
は
こ
の
よ
う
な
混
迷
状
態
に
あ
っ
て
、
昨
秋
の
町
長
選
に
立
候
補
を
し
、
お
か
げ
さ
ま
で
当
選
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
中
を
申
せ
ば
、
こ
の
困
難
か
ら
逃
げ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
思
い
の
み
か

ら
の
出
馬
で
し
た
。

　

今
、
現
実
を
直
視
す
る
な
ら
ば
、
国
の
原
子
力
問
題
の
結
論
い
か
ん
に
寄
ら
ず
、
町
の
過
疎
・
高
齢
化
は

待
っ
た
な
し
の
状
況
に
あ
り
、
行
財
政
問
題
は
当
然
の
こ
と
遅
滞
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
し
て
も
今

後
し
ば
ら
く
は
、
行
財
政
運
営
は
い
っ
そ
う
不
透
明
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
私
は
、
思
い
や
り
の

心
を
失
わ
ず
覚
悟
を
持
っ
て
、
懸
命
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
の
段
階
で
私
が
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
か
れ
よ
う
と
も
社
会
的
に
弱

い
立
場
に
あ
る
お
年
寄
り
や
、
子
供
の
医
療
や
福
祉
は
、
今
ま
で
ど
お
り
守
り
抜
く
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
を
切
り
捨
て
て
し
ま
っ
た
ら
行
政
の
意
味
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
第
二
に
、
現
に
あ
る
資
源
を
最

大
限
に
活
用
し
、
地
域
経
済
や
雇
用
の
活
路
を
切
り
開
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

昨
年
十
二
月
に
「
鳩
子
の
湯
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
海
峡
を
眺
め
な
が
ら
、
入
浴
で
き
る
素
晴
ら
し

い
施
設
で
す
。
町
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
観
光
に
も
十
分
活
用
で
き
る
施
設
で
あ
り
、
上
関
の
物
産
や
文
化
の
魅
力
を
発
信
し
、
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
〝
試
練
の
年
〞
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
と
き
だ
か
ら
こ
そ
「
町
民
の
た
め
の
町
政
」
の
真

価
を
問
わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
新
年
を
迎
え
気
合
を
入
れ
て
町
の
活
路
を
切
り
開
く
決
意
で
お

り
ま
す
の
で
、
何
卒
町
民
の
皆
様
の
倍
旧
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
切
願
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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2km の部 1000m の部

駅伝スタート！

先頭の力走

第24回

愛
・
ラ
ン
ド
か
み
の
せ
き

走
ろ
う
大
会

　

12
月
４
日
、
好
天
に
恵
ま
れ
、

愛
・
ラ
ン
ド
か
み
の
せ
き
走
ろ
う

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
駅
伝

の
部
は
15
チ
ー
ム
、
２
㎞
の
部
に

16
名
、
１
０
０
０
ｍ
の
部
に
35

名
の
参
加
者
で
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。
今
年
は
駅
伝
コ
ー
ス
が
、
新

設
道
路
に
伴
い
一
部
変
更
と
な
り

ま
し
た
。
風
も
な
く
穏
や
か
な
天

気
で
沿
道
の
応
援
も
多
く
、
力
走

す
る
選
手
達
に
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

競
技
の
後
、
中
国
電
力
陸
上
部

３
名
の
選
手
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ

教
室
が
あ
り
、
一
定
の
タ
イ
ム
で

走
る
練
習
を
一
緒
に
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
栄
養
面
や
生
活
面
な

ど
子
ど
も
達
の
質
問
に
も
丁
寧
に

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
続

く
貴
重
な
体
験
で
、
陸
上
競
技
に

興
味
を
持
つ
人
が
増
え
る
と
う
れ

し
い
も
の
で
す
。

　

表
彰
・
閉
会
の
あ
と
、
み
ん
な

で
豚
汁
に
舌
鼓
を
う
ち
、
大
会
を

無
事
終
了
し
ま
し
た
。
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豚汁おいしいね！

陸 上 教 室

花田　義弘 上関小 5 年生 セーリング

花田　将義 上関中 1 年生 セーリング

西山　航太 上関中 1 年生 セーリング

柏原　翔太 上関小 4 年生 フェンシング

柏原　美歩 上関小 6 年生 フェンシング

柏原　朋也 上関中 3 年生 硬式野球

上関皇座軟式野球スポーツ少年団
（体育優秀団体）

平成 23 年度　体育優秀選手 （敬称略）

競技結果
駅伝Ａコース
〔中学生以上の部〕

１位　消防　南出張所　　　51 分 04 秒
２位　上関中学校男子Ａ　　54 分 23 秒
３位　上関中学校男子Ｃ　　54 分 32 秒

〔中学生以上女子の部〕
１位　上関中学校女子Ａ　　62 分 13 秒
２位　上関中学校女子Ｂ　　62 分 14 秒
３位　上関中学校女子Ｃ　　64 分 27 秒

駅伝Ｂコース
〔小学生の部〕

１位　上関皇座スポーツ少年団　　51 分 01 秒
２位　上小パン君　　　　　61 分 40 秒
３位　トリプルシックス（6・6・6）　　64 分 00 秒

〔中学生以上の部〕
１位　戸津白虎隊　　　　　59 分 01 分
２位　いかち馬　　　　　　59 分 52 秒
３位　中国電力㈱　　　　　59 分 59 秒

健康マラソン
〔２㎞の部〕　　　１位　　吉田　和樹

〔１０００ｍの部〕
未就学児男子１位　　右田　神也
　　　　女子１位　　松村　香凛
小 学 生男子１位　　國本　海人
　 　 　女子１位　　北谷　美月

2012.1　広報かみのせき5



町県民税の申告相談が
始まります

月　　日 地 区 会　　　　場 受　　付　　時　　間

2月16日 ㈭
大 津 い こ い の 家 大 津 千 葉 館 午前 9時 30分 ～ 午前 10時 30分
練 尾 練 尾 公 民 館 午後 1時 30分 ～ 午後 4時

17日 ㈮
白 浜 白 浜 集 会 所 午前 9時 30分 ～ 午前 10時 30分
志 田 志 田 集 会 所 午後 1時 30分 ～ 午後 4時

20日 ㈪ 蒲 井 蒲 井 小 規 模 老 人 憩 の 家 午後 2時  ～ 午後 4時

21日 ㈫ 白 井 田 白井田文化福祉センター 午前 9時 30分 ～ 午後 4時

23日 ㈭ 中 の 浦 中の浦小規模老人憩の家 午後 1時 30分 ～ 午後 4時

24日 ㈮ 四 代 ひ な の 里 よ り あ い 館 午前 9時 30分 ～ 午後 4時

27日 ㈪ 戸 津 戸 津 つ ど い 館 午後 1時 30分 ～ 午後 4時

28日 ㈫ 室 津 中 央 公 民 館 午前 9時 30分 ～ 午後 4時

３月１日 ㈭ 上 関 福 祉 セ ン タ ー 午前 9時 30分 ～ 午後 4時

２日 ㈮ 八 島 八 島 ふ れ あ い セ ン タ ー 午前 11時  ～ 正午

５日 ㈪ 祝　 島 祝 島 公 民 館 午前 9時 30分 ～ 午後 4時

※当日、会場で申告相談できなかった方は、役場総務課へお越しください。
お問い合せ先　総務課課税係（☎６２－０３１３）

申告期限は ３／
15木

　◆町県民税の申告が必要な人
平成 24 年１月１日現在、上関町に住民票があり、平成 23 年中に所得
のあった方は、町県民税の申告をしなければなりません。
ただし、次の方は申告の必要はありません。

　◦前年中の所得が給与所得のみで、勤務先から町へ「給与支払報告書」
　　が提出されている方
　◦確定申告書を提出されている方
「国民健康保険」、「介護保険」に加入されている方は、所得がなくても申告書を提出してください。

　◆申告相談のときに必要な書類
◦お手元に配布された「町県民税申告書」と「印鑑」（認印で結構です）
◦確定申告書が届いた方は、その「確定申告書」
◦営業や事業所得の方は、収入金額および、必要経費の算出根拠となる帳簿や領収書
◦出稼ぎなどで町外に出られている方は、勤務先の会社名など連絡先の分るもの
◦社会保険料、生命保険料、地震保険料、医療費などの領収書や支払い証明書
　なお、医療費の領収書や支払証明書を病院別などに仕分けして、記帳しておいてください
◦本人または、家族の「障害者控除」を受ける方は、障害者手帳などの事実が確認できるもの
◦住宅借入金等特別控除を受ける方は、住宅取得資金に係る借入金の年末残高等証明書、
　住民票の写し、また、家屋の新築や購入の場合は、登記簿謄本、売買契約書の写しまたは、

請負契約書の写し
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「e-tax」
でデータ送信！

又は

書面で提出！

国税庁ホームページの w

ww.nta.go.jp所得税・贈与税の申告・納税は

3月15日 ㈭ まで

▶お問い合わせ先　光税務署個人課税部門　☎ 0833（71）0166

【光税務署からのお知らせ】

一般的な相談をされる方は、音声ガイダンスに従って「０（確定申告テレフォンセンター）」
又は「１（電話相談センター）」を選択してください。

※還付を受けるための申告は、１月から受け付けています。

※昨年 e-Tax を利用して申告された方は、確定申告書や青色決算書（収支内訳書）は送付
されませんが、確定申告に必要な情報を記載した「確定申告のお知らせ」はがきを送付し
ます。

※確定申告書や青色決算書（収支内訳書）の用紙を希望される方は、次の方法でお願いします。
①国税庁ホームページから入手［ダウンロード］する。
　URL　http://www.nta.go.jp/tetsuzuki/shinsei/annai/shinkoku/mokuji.htm
②最寄りの税務署に、電話（音声ガイダンスに従って「０」を選択してください）で、送

付を依頼する。

※光税務署では閉庁日（土・日曜日、祝日等）は、相談及び申告書の受付は行っておりませんが、
郵送又は税務署の時間外収受箱に投函することにより、申告書を提出することができます。

●光税務署では、次のとおり申告の相談を行っています。

期　間	 ２月16日（木）～３月15日（木）
受　付	 8：30～16：00（相談は9：00～17：00）
場　所	 光税務署２階　相談会場（光市虹ヶ浜三丁目10番1号）

確定申告書等作成コーナーで作成したデータは、
e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用して提出できます。

個人事業者の消費税・地方消費税の申告・納税は

4月2日 ㈪ まで
　画面の案内に従って金額等を入力すれば、税
額などが自動計算され、所得税、消費税の申告
書や青色申告決算書などを作成できます。

申告と納税は期限内に！

便利な

申告書の作成は

「確定申告書等作成コーナー」で !!

東日本大震災により被害を受けられた方へ　税務署からのお知らせ
　平成 23 年 12 月に、「東日本大震災の被災者等に係る国税関係法律の臨時特例に関する法律の
一部を改正する法律」などが施行され、所得税などの国税に関して、東日本大震災により被害を
受けられた方や復興推進に向けた取組を対象として、新たな税制上の措置が追加されています。
　平成 23 年４月に施行された「東日本大震災の被災者等に係る国税関係法律の臨時特例に関する
法律」で創設された税制上の措置と合わせて、東日本大震災により被害を受けられた方等は、所
得税などの軽減・免除を受けることができ、確定申告などの手続を行うことにより、税金の還付
を受けることができます。
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Ｇゴ

ー

ル

デ

ン

ｏ
ｌ
ｄ
ｅ
ｎ 

Ａエ

イ

ジ

ｇ
ｅ
と

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

地域

家庭学校

ゴールデンエイジ
みんなで「総合型地域スポーツクラブ」

をつくりませんか？③
キッズネットワークの会

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
と
は

　
「
運
動
神
経
が
抜
群
」「
運
動

神
経
が
な
い
か
ら
⋮
」
と
い
っ

た
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
み
な
さ
ん
は
こ
の
「
運
動

神
経
」
っ
て
ど
ん
な
時
に
使
い

ま
す
か
？
例
え
ば
飛
ん
で
き
た

ボ
ー
ル
を
瞬
時
に
避
け
る
こ
と

が
で
き
た
り
、
す
ば
や
い
複
雑

な
動
き
が
連
続
し
て
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
り
す
る
時
に
使
う

言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
運
動
神
経
を
飛

躍
的
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
時
期
の
こ
と
を
「
ゴ
ー
ル

デ
ン
エ
イ
ジ
」
と
言
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
8
歳
～
12
歳
頃
だ

と
言
わ
れ
、
こ
の
間
は
神
経
系

の
発
達
が
飛
躍
的
に
伸
び
て
体

の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
や
巧
み
な
動

作
な
ど
を
身
に
つ
け
る
の
に
最

も
適
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
で

も
、
こ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ

を
も
の
に
す
る
た
め
に
は
大
切

な
条
件
が
あ
り
ま
す
。

７
歳
頃
ま
で
は

し
っ
か
り
外
で
遊
ば
せ
る

　

ま
ず
7
歳
ご
ろ
ま
で
に
「
歩

く
・
走
る
・
投
げ
る
・
捕
る
・

転
が
る
・
跳
ぶ
」
と
い
っ
た

「
基
本
的
な
動
き
」
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も

達
を
外
で
自
由
に
さ
せ
る
と
、

木
に
登
る
、
か
く
れ
ん
ぼ
や
鬼

ご
っ
こ
を
す
る
、
秘
密
基
地
を

つ
く
る
と
い
っ
た
よ
う
に
次
々

と
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
し
始
め

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
遊
び
の
中

で
自
然
と
「
基
本
的
な
動
き
」

を
覚
え
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
ま
で
に
子

ど
も
達
を
「
し
っ
か
り
外
で
遊

ば
せ
る
」
こ
と
が
と
て
も
大
切

な
の
で
す
。

８
～
12
歳
頃
は
色
々
な

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
さ
せ
る

　

次
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
の

期
間
（
８
歳
～
12
歳
頃
）
に
野

球
・
サ
ッ
カ
ー
・
柔
道
・
水
泳
・

陸
上
な
ど
の
色
ん
な
ス
ポ
ー
ツ

を
体
験
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
様
々
な
神
経
回
路
や
筋
肉

に
刺
激
を
与
え
、
全
身
を
よ
り

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
新
し
い
動
き
を
何
度
か

見
た
だ
け
で
す
ぐ
に
身
に
付

け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
の
期
間
に

は
色
々
な
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を

体
験
す
る
こ
と
で
運
動
神
経
を

飛
躍
的
に
高
め
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
役
割

　

総
合
型
ク
ラ
ブ
は
、「
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験

で
き
る
ク
ラ
ブ
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
表
現
が

よ
く
誤
解
を
招
き
ま
す
。

　
「
気
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
・
遊
び
感
覚
・
体
験
と
い
っ

た
概
念
の
ク
ラ
ブ
」
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
や
す
い
の
で

す
。
確
か
に
ク
ラ
ブ
の
中
に
は
「
健
康
志
向
の
誰
も

が
気
軽
に
参
加
し
や
す
い
ク
ラ
ブ
」
や
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
仲
間
づ
く
り
」
を
目
的
と
し
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。

　

で
も
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
を
活
か
せ
る
よ
う
に

缶
蹴
り
・
か
く
れ
ん
ぼ
・
鬼
ご
っ
こ
等
の
外
遊
び
を

体
験
さ
せ
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ

イ
ジ
期
に
色
々
な
種
目
を
体
験
さ
せ
、
運
動
神
経
を

飛
躍
的
に
伸
ば
し
、
高
校
の
部
活
で
活
躍
で
き
る
力

を
育
成
し
た
り
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
て
る
ク

ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
総
合
型
ク
ラ
ブ
は「
ゴ
ー

ル
デ
ン
エ
イ
ジ
を
活
用
し
子
ど
も
達
の
運
動
能
力
を

飛
躍
的
に
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
ク
ラ
ブ
」
と
も
言

え
る
の
で
す
。

上
関
町
の
現
状

　

上
関
町
で
は
少
子
化
な
ど
の
影
響
で
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
近
所
に
友
達
が
少

な
く
、
地
域
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
達
の
姿
を
あ
ま

り
見
か
け
ま
せ
ん
。
放
課
後
、
家
で
過
ご
す
子
ど
も

や
「
走
り
方
が
ぎ
こ
ち
な
い
」「
転
ん
だ
と
き
に
手

が
出
な
い
」
と
い
っ
た
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
イ
ジ
を
活
用
す
る
こ

と
が
難
し
い
環
境
の
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
の
発
達
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
時
々
に
適
切

な
動
き
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
外
遊
び
や
ス

ポ
ー
ツ
環
境
を
地
域
全
体
で
支
え
る
こ
と
は
、
私
達

大
人
の
大
切
な
役
目
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
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し
め
縄
作
り
に
挑
戦

　

12
月
13
日
、
上
関
小
６
年
生
20

名
が
し
め
縄
作
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
白
井
田
老
人
ク
ラ
ブ
の
ご
協

力
よ
る
恒
例
の
行
事
で
す
。
小
学

生
は
わ
ら
に
触
る
の
も
初
め
て
で
、

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
懸
命
に
指
導

を
受
け
て
い
ま
し
た
。「
お
正
月

用
に
家
族
が
喜
ん
で
く
れ
そ
う
！
」

と
出
来
栄
え
に
満
足
な
表
情
。

　

来
年
も
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
も

の
で
す
。

手
作
り
パ
ン
、

お
い
し
い
ね
！

　

第
４
回
子
ど
も
文
化
教
室
は
恒

例
の
パ
ン
づ
く
り
で
す
。

　

12
月
10
日
、
上
関
小
調
理
室
で

11
名
の
子
ど
も
達
が
腕
を
ふ
る
い

ま
し
た
。
毎
年
開
催
し
て
い
る
の

で
パ
ン
作
り
は
み
ん
な
お
手
の
も

の
。
ク
ッ
キ
ー
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
に

も
挑
戦
し
ま
し
た
。
上
手
に
焼
き

上
が
り
お
い

し
い
パ
ン
が

で
き
ま
し
た
。

図
書
の
臨
時
休
止

期
間
の
お
知
ら
せ

　

図
書
本
の
資
料
整
理
や
蔵
書

点
検
及
び
全
て
の
本
の
バ
ー

コ
ー
ド
処
理
を
行
う
た
め

平
成
24
年
1
月
12
日
（
木
）～

　
　
　
　

2
月
29
日
（
水
）

ま
で
の
期
間
、
本
の
貸
し
出
し

を
臨
時
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
い
、
右
記
期
間
中
の
土
曜
日

の
利
用
も
お
休
み
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
作
業
は
開
館
中
に
行
う

こ
と
が
難
し
い
た
め
、
図
書
室

を
休
館
い
た
し
ま
す
が
、

平
成
24
年
3
月
1
日
（
木
）

か
ら
通
常
ど
お
り
開
館
す
る
予

定
で
す
。

　

大
切
な
財
産
で
あ
る
図
書
室

資
料
を
正
し
く
管
理
し
、
提
供

し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
作
業

で
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

花
い
っ
ぱ
い
運
動
で受

賞

　

12
月
20
日
、
県

庁
で
「
花
い
っ
ぱ

い
運
動
」
モ
デ
ル

団
体
・
優
良
団
体

の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
上
関
中
学
校

は
『
知
事
特
別

賞
』、
上
関
小
学

校
は
『
お
い
で
ま

せ
！
山
口
国
体
花
い
っ
ぱ
い
運
動
奨

励
賞
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。
２
年
前

か
ら
国
体
に
向
け
て
児
童
生
徒
が
一

丸
と
な
っ
て
日
々
、
花
づ
く
り
に
ま

い
進
し
て
く
れ
た
成
果
で
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

花
い
っ
ぱ
い
の
学
校
づ
く
り
、
花
咲

く
海
の
町
づ
く
り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

教 育 委 員 会 ニ ュ ー ス
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「腰痛にならないための
筋力アップをしよう！」

「腰痛にならないための
筋力アップをしよう！」

　腰痛になるほとんどの原因は、悪い姿勢や筋力低下によるもの
です。骨や神経に原因がない場合は、普段からの生活習慣の見直
しで、十分予防できます。腰痛にならないポイントや体操を知り、
さっそく、今日から始めましょう！

『ストレスや肥満』も
腰痛を起こす大きな原因になります !!

判定

　ストレス
ストレスがたまると、自律神経の働きも
乱れ、血液の流れが滞ったり、筋肉がこ
わばったりして、腰痛を発症させます。
生活のリズムを整えたり、趣味などで、
上手にストレスを発散させま
しょう !!

　肥　満
自分の体を支えてくれる腰。
体についた余分な脂肪は、腰にかなりのおもり
をつけていることと同じです。
肥満の人は、腹筋や背筋が低下しがちになるた
め、体重を上手に落としながら、筋力アップに
努めましょう！
あなたの肥満度をチェックしてみましょう！
ＢＭＩ（肥満の程度を示す体格指数）は、体重
と身長のバランスと病気のリスクの関係性をみ
たものです。
ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）

やせ　　　18.5 未満
正常域　　18.5 ～ 25.0 未満
肥満　　　25.0 以上

☆ＢＭＩ＝２２あたりが、最も病気にかかりに
くい「適正」と言われています。

筋力アップ体操

体操は、どこの筋肉
を動かしているかを
意識して取り組むと、
効果アップです！

体操をする時のポイントと注意
体操は、自分ができるものを選んで様
子をみながら、徐々に回数を増やして
いきましょう。
○週３日以上行うことを目指しましょう。
○痛みを感じない範囲で行いましょう。
○呼吸は止めずに、自然な呼吸で。
○動かしている筋肉を意識しましょう。

○反動をつけずに、ゆっくり行い
　　　　　　ましょう。

大
だいたい

腿四
しとうきん

頭筋 +腸
ちょうようきん

腰筋・腹
ふっきん

筋 あおむけ
ひざ伸ばし・曲げ

あおむけひざ胸寄せ・頭上げ

①あおむけになり、両ひざを立
てる。

②右足を軽く持ち上げ、右
ひざを伸ばす。これを４
～８回行う。

③足を替えて同じ動作を同じ回
数行う。

①あおむけになり、両ひざを立てる。
②右ひざを両手で抱え胸に寄せ、頭を軽く

持ち上げる。この姿勢を２～３秒保ち、
もとに戻す。これを４～８
回行う。

③足を替えて同じ動作を同じ
回数行う。

腸
ちょうようきん

腰筋 +背
はいきん

筋

あおむけ腰上げ下げ背
はいきん

筋 +骨
こつばん

盤底
ていきんぐん

筋群・腸
ちょうようきん

腰筋

①あおむけになり、両ひざ深くを立てる。
②腰をゆっくり持ち上げ、２～３秒保ち、

ゆっくり下げる。これを４～８回行う。
※最初は腰を軽く持ち上げ、慣れてきたら高く持

ち上げる。

上体起こし腹
ふっきん

筋
①あおむけになり、両ひざを深く立てる。
②おへそをのぞくように、ゆっくり上体

を起こす。上体を起こすのに合わせて、
手は足の付け根からひざへ移動する。
２～３秒保った後、ゆっくりもとに戻
す。これを４～８回行う。

健康コーナー
高齢者保健　　
　福祉センター
☎６５－５１１３
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上
関
町
暴
力
団
排
除
条
例
が
平

成
23
年
12
月
に
上
関
町
議
会
定
例

会
で
可
決
さ
れ
、
平
成
24
年
１
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

暴
力
団
対
策
に
関
し
て
は
、
平

成
３
年
に
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不

当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」、
通
称
「
暴
力
団
対
策
法
」

が
制
定
さ
れ
、
翌
年
の
平
成
４
年

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

法
律
が
、
暴
力
団
員
の
行
う
暴
力

的
要
求
行
為
の
規
制
等
で
あ
る
の

に
対
し
、
暴
力
団
排
除
条
例
は
、

企
業
や
住
民
な
ど
に
暴
力
団
と
関

係
を
も
っ
た
り
取
引
を
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
促
し
、
地

「
上
関
町
暴
力
団
排
除
条
例
」
を
制
定

域
社
会
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

暴
力
団
対
策
法
施
行
後
に
お
い

て
も
、
暴
力
団
は
勢
力
を
維
持

し
、
巧
み
に
組
織
の
実
態
を
隠
し

な
が
ら
、
住
民
生
活
や
経
済
活
動

に
深
く
入
り
込
み
、
暴
力
を
背
景

と
し
た
様
々
な
資
金
調
達
活
動
を

行
い
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
住
民

や
事
業
者
に
多
大
な
脅
威
を
与
え

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、

警
察
の
取
り
締
ま
り
や
暴
力
団
対

策
法
の
運
用
だ
け
で
は
限
り
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
地
域
住
民
・

事
業
者
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

住
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
の
場

か
ら
暴
力
団
を
排
除
し
、
安
全
で

平
穏
な
住
民
生
活
の
確
保
及
び
健

全
な
社
会
経
済
活
動
の
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
都
道
府
県
及

び
市
町
村
で
条
例
制
定
を
行
う
こ

と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
町
の
役
割
、

町
民
及
び
事
業
者
の
役
割
、
町
の

事
務
及
び
事
業
に
お
け
る
措
置
、

公
の
施
設
に
お
け
る
利
用
制
限
の

措
置
、
町
民
等
に
対
す
る
支
援
、

青
少
年
に
対
す
る
教
育
等
の
た
め

の
措
置
、
利
益
供
与
の
禁
止
、
暴

力
団
の
威
力
等
を
利
用
す
る
こ
と

の
禁
止
な
ど
、
暴
力
団
排
除
に
関

す
る
規
定
を
定
め
て
い
ま
す
。

上
関
町
定
住
促
進
利
子
補
給
制
度

　

町
内
で
住
宅
を
取
得
し
、
そ
こ

に
住
ん
で
い
る
方
へ
借
入
金
の
利

子
補
給
を
し
ま
す
。

　

今
回
こ
の
申
し
込
み
の
対
象
と

な
る
の
は
、
平
成
23
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
に

町
内
で
住
宅
を
取
得
さ
れ
、
そ
の

取
得
に
必
要
な
資
金
を
銀
行
・
住

宅
金
融
公
庫
あ
る
い
は
、
住
宅

メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
た

方
で
、
以
下
の
条
件
を
満
た
す
人

で
す
。

◆
利
子
補
給
の
条
件

・
町
内
に
定
住
を
希
望
す
る
方

・
町
税
及
び
健
康
保
険
税
の
滞
納

の
な
い
方

・
住
宅
取
得
後
、
同
居
す
る
家
族

の
い
る
方

・
町
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

・
町
内
に
自
分
の
所
有
す
る
家
屋

の
な
い
方

◆
利
子
補
給
の
金
額

毎
月
返
済
し
て
い
る
利
子
額
の

１
／
２
の
範
囲
で
、
最
高
５
千

円
を
最
大
36
ヶ
月
補
給
し
ま

す
。
利
子
補
給
は
１
年
分
ま
と

め
て
３
月
に
精
算
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
期
限

平
成
24
年
２
月
17
日
（
金
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
合
企
画
課
企
画
係

☎
６
２
・
０
３
１
６

「
特
別
障
害
給
付
金
制
度
に
つ
い
て
」

　

障
害
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
無
年
金
障

害
者
と
呼
ば
れ
る
人
を
対
象
に
、
特
別
障
害
給
付
金
を
支
給

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
公
的
年
金
の
障
害
給
付

を
受
給
で
き
る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
特
別
障
害
給
付
金
の
支
給
対
象
者

①
平
成
３
年
３
月
以
前
に
国
民
年
金
の
任
意
加
入
の
対
象
と

な
っ
て
い
た
学
生
。

②
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
国
民
年
金
の
任
意
加
入
の
対
象
と

な
っ
て
い
た
人
で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ

た
期
間
中
に
初
診
日
が
あ
り
、
現
時
点
で
一
級
ま
た
は
二

級
の
障
害
に
該
当
す
る
65
歳
到
達
前
の
人
。

③
国
会
議
員
の
配
偶
者
や
地
方
議
会
議
員
の
配
偶
者

・
請
求
手
続
き
の
注
意
点

　

原
則
と
し
て
65
歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
請
求
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
請
求
窓
口
は
住
所
地
の
市
区
役
所
・

町
村
役
場
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
必
要
な
書
類
な
ど
が
す
べ
て
揃
わ

な
く
て
も
請
求
書
の
受
付
を
行
う
の
で
、
ま
ず
は
請
求
を
行

う
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
必
要
書
類
の
う
ち
所
定
の
様
式

と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
町
村
役
場
、
年
金
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

 
民
生
課
国
保
年
金
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
６
２
・
０
８
７
７

 
徳
山
年
金
事
務
所　
　

☎
０
８
３
４
・
３
１
・
２
１
５
２

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５
」

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
固
定
電
話
の
場
合
、
市
内
通

話
料
金
の
み
で
利
用
で
き
ま
す
。

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
の
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
は

「
☎
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
６
５
」（
通
話
料
金
は
全
額
お
客
様
負
担
）

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
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♥

♥

♥

♥

♥

♥

♥

♥

♥

♥

♥

♥

原　紗
さ ゆ き

雪 ちゃん（室津）
平成 23 年１月 29 日生

お
父
さ
ん　

正　

明 

さ
ん

お
母
さ
ん　

み
ゆ
き 

さ
ん
（
旧
姓 

西
）

♥
元
気
で
優
し
い
子
に
な
っ
て
ね
。

み
か
ん
収
穫
体
験
活
動

　

12
月
６
日
、
蒲
井
の
新
升
農
園

に
て
、
上
関
中
２
年
生
と
、
上
関

小
４
年
生
が
「
み
か
ん
収
穫
体
験

活
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
学
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一

環
と
し
て
、
郷
土
の
産
業
の
一
つ

で
あ
る
み
か
ん
栽
培
を
学
習
す
る

た
め
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
春
に
は
農
園
主
、
新
升
久
人

さ
ん
か
ら
み
か
ん
栽
培
に
つ
い
て

の
説
明
を
聞
く
と
共
に
、
農
園
の

除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
今
回

は
そ
の
み
か
ん
の
収
穫
体
験
で
し

た
。
当
日
は
児
童
・
生
徒
が
協
力

し
て
、
た
く
さ
ん
の
み
か
ん
が
収

穫
で
き
ま
し
た
。
み
か
ん
は
給
食

に
出
さ
れ
、
12
月
い
っ
ぱ
い
ま
で

味
わ
い
ま
し
た
。

髙野　紗
す ず は

羽 ちゃん（岩国市）
平成 23 年１月 30 日生

お
父
さ
ん　

一
輝 

さ
ん

お
母
さ
ん　

宏
美 

さ
ん

♥
す
ず
は
で
す
。
よ
ろ
し
く
ね
!!

花
の
栽
培
活
動

　

全
学
年
で
、
花
の
栽
培
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
６
月
に
は

学
校
花
壇
に
百
日
草
や
ペ
ン
タ

ス
、
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
等
、
様
々
な

苗
を
一
斉
に
植
え
付
け
、
ま
た
プ

ラ
ン
タ
ー
へ
も
植
え
ま
し
た
。
７

月
に
は
、
山
口
国
体
奨
励
花
の
サ

ル
ビ
ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
苗

が
届
き
、生
徒
全
員
が
協
力
し
て
、

き
れ
い
に
花
の
植
え
付
け
が
で
き

ま
し
た
。
給
食
準
備
中
の
ヘ
ル
ス

タ
イ
ム
や
昼
の
休
憩
時
間
、
長
期

休
業
中
の
当
番
活
動
等
を
活
用
し

て
、
生
徒
は
花
壇
の
手
入
れ
を
し

て
き
ま
し
た
。
本
校
は
、
こ
れ
ま

で
、「
山
口
県
花
い
っ
ぱ
い
運
動

モ
デ
ル
団
体
指
定
」
を
12
年
も
の

間
受
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
継
続
し
て
花
い
っ
ぱ
い
の
学

校
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

思
春
期
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習

　

12
月
20
日
、
ほ
の
ぼ
の
活
性
化

セ
ン
タ
ー
に
て
、
３
年
生
の
家
庭

科
の
授
業
の
「
思
春
期
ふ
れ
あ
い

体
験
活
動
（
保
育
実
習
）」
を
実

施
し
ま
し
た
。
保
健
師
さ
ん
や
母

推
さ
ん
の
ご
指
導
で
乳
幼
児
の
計

測
体
験
、
沐
浴
体
験
、
妊
婦
疑
似

体
験
を
行
い
、
乳
幼
児
の
心
身
の

発
育
・
発
達
の
特
徴
を
学
び
ま
し

た
。
実
際
に
乳
児
を
抱
い
た
り
、

幼
児
と
遊
ん
だ
り
し
て
、
ふ
れ
あ

い
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

満１歳おめでとう

上 関 中 学 校
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　寒さなんかに負けないぞ !!
なわとびで体力づくりをしています。
いっぱい遊んで風邪をひかない元気な
体！丈夫な体！今年は何回とべるかな？

年末子ども会で
サンタさんが会
いに来てくれた
よ。うれしかっ
たね。
プレゼントあり
がとう！

12月20日、
カワイ体操
教室の先生
に親子で楽しめる体操を教えてもらった
よ。ママもベビーも笑顔満点！

スマイル☆ルーム
「親子ｄ e スキンシップ体操」

踊 堂 保 育 園

平川　結
ゆ あ

愛 ちゃん（下松市）
平成 23 年１月 15 日生

お
父
さ
ん　

誠　
　

 

さ
ん

お
母
さ
ん　

か
お
り 

さ
ん
（
旧
姓 
宮
本
）

♥
優
し
く
、
す
く
す
く
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

１月スマイル☆ルーム
のお知らせ

日時：1 月 24 日（火）
　　　10：00 ～ 12：00
場所：踊堂保育園
内容：『レッグウォーマーを

つくろう！』
とっても簡単。手ぶらで OK。
お気軽にご参加くださいね。

２
０
１
２
年
は
﹁
辰
年
﹂

今
年
は
辰
年
。
十
二
支
の
５
番
目

の
干
支
で
あ
る
辰
は
、
十
二
支
の

中
で
、
唯
一
の
空
想
上
の
動
物
で

す
。
一
般
に
は
「
竜
」
と
書
き
、「
タ

ツ
」
ま
た
は
「
リ
ュ
ウ
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
竜
の
伝
説
は
世
界

各
地
に
分
布
し
て
お
り
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
は
竜
は
神
聖
視
さ
れ
て
お
り

古
代
神
話
に
も
竜
が
登
場
し
ま

す
。
竜
は
、
雲
を
呼
び
、
雨
を
降

ら
せ
る
神
と
し
て
古
く
か
ら
信
仰

さ
れ
て
、
日
本
各
地
に
竜
神
・
水

神
と
し
て
残
っ
て
い
ま

す
。（
上
関
町
に
も
竜

宮
祭
り
が
あ
り
ま
す
。）

新
た
な
気
持
ち
で

１
月
７
日
、
新
年
を

迎
え
て
、
書
き
初
め

を
行
い
ま
し
た
。

戸
津
集
会
所
の
２
階

で
は
、
子
ど
も
達
が

熱
心
に
、
筆
を
運
ん

で
い
ま
し
た
。

心
を
静
め
て
一
筆
。

新
年
の
抱
負
や
冬
休

み
の
宿
題
を
書
く
人
、

ま
た
初
め
て
書
道
を

す
る
と
い
う
子
も
。

元
気
の
い
い
作
品
を

見
て
く
だ
さ
い
。
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「
コ
マ
イ
ヌ
サ
ン　

ア　

コ
マ
イ

ヌ
サ
ン　

ウ
ン
」、
戦
前
の
昭
和
９

年
か
ら
10
年
代
に
生
ま
れ
た
方
は
、

懐
か
し
く
思
い
だ
さ
れ
る
で
し
ょ

う
。
そ
う
で
す
、
小
学
校
１
年
の
教

科
書
『
ヨ
ミ
カ
タ
』
で
習
い
ま
し
た
。

当
時
は
国
定
教
科
書
が
使
わ
れ
て
お

り
、
日
本
中
、
同
じ
教
科
書
で
し
た
。

カ
タ
カ
ナ
で
４
行
、
縦
書
き
に
書
か

れ
て
お
り
、
字
の
下
の
方
に
口
を
開

け
た
「
ア
」
の
狛
犬
と
、
口
を
閉
じ

た
「
ウ
ン
」
の
狛
犬
が
向
き
あ
っ
て

描
か
れ
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
、

「
ア
ウ
ン
の
呼
吸
」
で
仲
良
く
並
ん

で
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
上
関
の
狛
犬
さ
ん
を
取
り

あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
前
に
、

狛
犬
の
こ
と
に
つ
い
て
、
少
し
お
話

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。
狛
犬
は

現
在
、
多
く
の
神
社
の
参
道
に
鎮
座

し
て
い
ま
す
。
外
で
雨
ざ
ら
し
で
す

か
ら
、
石
で
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

上
関
の
狛こ
ま
い
ぬ犬
さ
ん

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪
隊　
　

米よ
ね
だ田　

仁ひ
と
し

ふ
る
さ
と
歴
史
発
見
！　

10

ふ
る
さ
と
歴
史
発
見
！　

10

の
よ
う
に
、
参
道
に
い
る
石
造
狛
犬

は
江
戸
時
代
か
ら
で
す
。
そ
れ
以
前

の
平
安
時
代
後
期
頃
か
ら
室
町
時
代

ま
で
は
、
神
社
の
本
殿
や
拝
殿
、
寺

院
の
仏
殿
の
中
に
い
ま
し
た
。
室
内

で
す
か
ら
、
木
造
で
し
た
。
で
す
か

ら
、
石
造
の
参
道
狛
犬
と
木
造
の
神

殿
狛
犬
と
時
代
に
よ
っ
て
２
種
類
あ

り
ま
す
。

　

狛
犬
は
姿
勢
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
、三
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

一
つ
は
、
前
脚
を
伸
ば
し
、
後
脚
を

曲
げ
て
尻
を
下
げ
た「
お
す
わ
り
型
」

で
す
。
よ
く
犬
の
し
つ
け
で
、「
待

て
」
と
い
う
と
き
に
犬
が
と
る
姿
勢

で
す
。
こ
の
「
お
す
わ
り
型
」
が
当

初
の
姿
で
、
江
戸
時
代
の
中
期
（
18

世
紀
）
頃
ま
で
は
、
す
べ
て
こ
の
型

で
す
。
上
関
町
内
で
調
べ
た
狛
犬
は

す
べ
て「
お
す
わ
り
型
」で
し
た（
表

参
照
）。
二
つ
目
は
、
玉
の
上
に
前

脚
か
後
脚
を
乗
せ
た
「
玉
乗
型
」
で

す
。
こ
の
型
は
尾
道
や
広
島
に
多
く

見
ら
れ
、江
戸
時
代
後
期
（
19
世
紀
）

か
ら
現
れ
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

揃
え
た
前
脚
の
上
に
顎あ

ご

を
乗
せ
、
後

脚
を
伸
ば
し
た
「
か
ま
え
型
」
で
す
。

頭
を
低
く
し
、
吠
え
て
い
る
姿
勢
を

し
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
地
方
に
は
あ

ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
が
、
山
陰
地
方

に
多
く
、
江
戸
中
期
頃
か
ら
あ
る
よ

う
で
す
。

　

本
来
、
狛
犬
は
神
社
や
寺
院
を
守

る
役
目
で
あ
る
の
に
、
玉
を
も
て
遊

ぶ
「
玉
乗
型
」
は
、
本
来
の
役
割
を

わ
き
ま
え
て
い
ま
せ
ん
。「
か
ま
え

型
」
の
よ
う
に
、
し
っ
か
り
仕
事
を

し
な
さ
い
と
言
い
た
く
な
り
ま
す

ね
。

　

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
、「
ア
」、「
ウ

ン
」
は
ど
ち
ら
が
「
オ
ス
」
か
「
メ

ス
」
か
の
問
題
で
す
。
こ
れ
は
は
っ

き
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
あ
る
狛
犬
研

究
者
は
、「
狛
犬
は
神
社
や
お
寺
を

守
護
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
強
く
た

く
ま
し
い
オ
ス
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
ア
、
ウ
ン
の
表
情
が
雌
雄

を
表
す
も
の
で
あ
る
な
ら
、
同
じ
く

ア
、
ウ
ン
の
表
情
を
も
つ
仁
王
も
、

片
方
が
男
で
、
片
方
が
女
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
言
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
私
は
こ
の
世
の
中
は
、「
陰

と
陽
」、「
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
」、「
男

と
女
」で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
の
で
、

狛
犬
も
「
オ
ス
」
と
「
メ
ス
」
の
異

性
と
み
る
の
が
自
然
の
摂せ

つ
り理

と
考
え

て
い
ま
す
。
事
実
、「
ア
」
の
狛
犬

に
立
派
な
男
根
が
付
け
て
い
る
の
を

見
か
け
ま
す
。

　

前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
。

上
関
の
狛
犬
に
つ
い
て
話
を
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
た
び
、『
上
関
町
史
』

（
６
３
７
ペ
ー
ジ
）
の
「
上
関

町
神
社
一
覧
」
に
あ
る
宗
教

法
人
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
神
社
を
訪
ね
ま
し
た
。
た

だ
、
八
島
神
社
だ
け
は
、
細

長
い
島
の
北
端
に
あ
り
、
港

の
あ
る
集
落
か
ら
離
れ
て
お

り
、
定
期
船
の
時
間
も
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訪
ね
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

表
の
「
上
関
町
内
の
狛

犬
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
奉

納
年
の
古
い
順
か
ら
並
べ
て

い
ま
す
が
、
江
戸
後
期
、
幕

末
の
狛
犬
が
か
な
り
あ
り
ま

す
。
な
か
で
も
、
祝
島
の
宮

戸
八
幡
宮
の
狛
犬
が
一
番
古

い
も
の
で
す
。
２
０
０
年
以

上
も
前
の
狛
犬
で
す
か
ら
、
花
崗
岩

の
表
面
が
荒
れ
て
白
っ
ぽ
く
な
っ
て

い
ま
す
。
胸
を
張
っ
た
古
風
の
「
お

す
わ
り
型
」
の
狛
犬
で
す
。
室
町
時

代
以
前
の
神
殿
狛
犬
は
、
胸
が
大
き

く
張
り
出
し
、
こ
の
幅
が
頭
よ
り
も

大
き
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
寛
政
８

年
（
１
７
９
６
）
と
い
い
ま
す
の

は
、
私
が
こ
れ
ま
で
調
べ
ま
し
た
参

道
狛
犬
で
は
古
い
方
で
す
。
ち
な
み

に
、
広
島
市
内
で
も
っ
と
も
古
い
狛

上関町内の狛犬
所有者 所在地 奉納年 西暦 型

宮戸八幡宮 祝　島 寛政８年 1796 おすわり
賀茂神社 室　津 文化８年 1811 おすわり
竈八幡宮 上　関 文政期 1820 年代 おすわり
志田大歳神社 志　田 天保 13 年 1842 おすわり
白井田八幡宮 白井田 嘉永２年 1849 おすわり
蒲井八幡宮 蒲　井 安政４年 1857 おすわり
菅原神社 上　関 明治 20 年 1887 おすわり
戸津八幡宮 戸　津 大正８年 1919 おすわり
四代八幡宮 四　代 昭和期 おすわり
厳島神社 室　津 昭和期 おすわり
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宮
戸
八
幡
宮　

寛
政
８
年（
１
７
９
６
）

町
内
で
も
っ
と
も
古
い
狛
犬

志
田
大
歳
神
社　
天
保
13
年（
１
８
４
２
）

聖
川
丸
搭
乗
員
の
炊
き
出
し
を
眺
め
た

狛
犬

犬
は
、
原
爆
ド
ー
ム
近
く
の
白し

ら
か
み神

社し
ゃ

の
寛
政
５
年
（
１
７
９
３
）
の
被
爆

狛
犬
で
す
。
な
お
、
山
口
県
で
も
っ

と
も
古
い
狛
犬
は
、
防
府
天
満
宮
の

宝
暦
９
年
（
１
７
５
９
）
の
狛
犬
で
、

長
い
参
道
の
中
ほ
ど
に
鎮
座
し
て
い

ま
す
。

　

竈か
ま
ど

神
社
の
狛
犬
は
２
対
お
り
ま
す

が
、
古
い
方
の
狛
犬
を
と
り
あ
げ
ま

し
た
。
宮
司
さ
ん
の
お
話
で
は
、
拝

殿
前
は
新
し
い
狛
犬
に
し
た
の
で
、

右
手
の
方
に
こ
れ
ま
で
の
狛
犬
を
置

い
た
よ
う
で
す
。
銘
が
刻
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
文
政
期
（
１
８
２
０
年

代
）頃
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
狛
犬
は
２
０
０
年
近
い
年
月
を

経
過
し
、
古
色
の
色
を
し
て
お
り
、

普
通
「
お
す
わ
り
型
」
の
尾
は
も
み

じ
の
葉
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
狛
犬
は
尾
が
筆
先
の
よ
う

に
上
に
立
っ
て
い
ま
す
。
尾
の
種
類

に
は
、「
も
み
じ
型
」
と
「
筆
先
型
」

の
２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

志
田
の
大
歳
神
社
の
狛
犬
は
、
歴

史
の
証
人
で
す
。と
い
い
ま
す
の
は
、

終
戦
直
前
に
海
軍
特
設
艦
、
聖き

よ
か
わ川

丸

が
ア
メ
リ
カ
軍
の
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機

と
交
戦
し
た
時
、
座
礁
し
艦
内
が
浸

水
し
て
、
電
灯
も
つ
か
な
か
っ
た
状

態
で
し
た
。
こ
の
時
に
搭
乗
員
は
、

海
岸
近
く
の
大
歳
神
社
の
境
内
で
、

炊
き
出
し
を
し
て
賄
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
狛
犬
は
つ
ぶ
さ
に
こ
の
光

景
を
眺
め
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

天
保
13
年
（
１
８
４
２
）
の
狛
犬
に

し
て
は
、
あ
ま
り
風
雨
に
晒
さ
れ
た

感
じ
が
し
ま
せ
ん
。
花
崗
岩
の
質
が

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

白
井
田
八
幡
宮
の
狛
犬
も
２
対
お

り
、
新
し
い
狛
犬
は
拝
殿
の
前
に

鎮
座
し
て
い
ま
す
が
、
嘉
永
２
年

（
１
８
４
９
）
の
古
い
狛
犬
は
、
拝

殿
の
真
横
、
両
サ
イ
ド
に
追
い
や
ら

れ
、
頭
を
拝
殿
に
面
し
た
置
き
方
を

し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
顔
を
真

正
面
か
ら
観
る
こ
と
が
で
き
ず
、
尾

の
方
か
ら
し
か
観
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ

の
尾
が
「
も
み
じ
型
」
を
し
て
お

り
、
た
い
へ
ん
立
派
で
、
真
ん
中
に

渦
が
巻
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
一

言
、
物
申
し
た
い
こ
と
は
、
先
ほ
ど

の
竈
八
幡
宮
し
か
り
、
こ
の
白
井
田

八
幡
宮
も
古
い
方
の
狛
犬
は
引
退
し

て
、
拝
殿
前
の
席
を
新
参
に
譲
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
変
色
は
し
て
い

る
も
の
の
、
ま
だ
形
は
崩
れ
て
い
な

く
堂
々
と
し
て
お
り
、「
長
幼
の
序
」

を
わ
き
ま
え
、
引
き
続
き
拝
殿
の
前

に
置
い
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。
文

化
財
は
古
い
も
の
ほ
ど
価
値
が
あ
る

と
思
う
の
で
す
が
、
年
寄
り
の
ひ
が

み
で
し
ょ
う
か
。

　

蒲
井
八
幡
宮
は
集
落
の
東
端
に
あ

り
、
道
を
尋
ね
る
人
も
い
な
い
し
、

家
に
も
人
の
気
配
が
な
く
、
や
っ
と

の
こ
と
で
辿
り
着
き
ま
し
た
。
拝
殿

の
前
に
、
安
政
４
年
（
１
８
５
７
）

の
狛
犬
が
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し

た
。
口
を
開
け
て
い
る
「
ア
」
の
狛

犬
の
犬
歯
に
お
み
く
じ
が
結
び
つ
け

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
各

地
の
狛
犬
を
観
て
き
ま
し
た
が
、
お

み
く
じ
を
く
わ
え
て
い
る
の
は
、
は

じ
め
て
出
会
い
ま
し
た
。
愛
嬌
の
あ

る
「
忠
犬
ハ
チ
公
」
を
思
い
出
し
ま

し
た
。

　

戸
津
八
幡
宮
は
戸
津
か
ら
白
井
田

に
抜
け
る
山
道
沿
い
に
あ
り
ま
し

た
。
石
段
を
上
が
る
と
、
狛
犬
が
尾

を
立
て
、
に
ら
み
を
き
か
せ
て
い
ま

し
た
。
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）
と

奉
納
は
新
し
い
方
で
す
が
、
肌
色
は

胸
の
方
は
白
っ
ぽ
く
、
頭
か
ら
尾
に

か
け
て
は
灰
色
し
て
お
り
、
一
見

し
て
も
っ
と
古
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
狛
犬
が
乗
る
基
台
の
横
側
に
は

「
牡ぼ

た
ん丹

」
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
狛

犬
は
元
を
た
だ
せ
ば
、「
獅し

し子
」
か

ら
の
発
祥
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、「
獅
子
」
は
百
獣
の
王
で
あ
り
、

「
牡
丹
」
は
百
花
の
王
で
す
の
で
、

こ
の
「
牡
丹
」
が
基
台
に
よ
く
彫
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

四
代
八
幡
宮
と
室
津
灯
台
近
く
の

厳
島
神
社
の
狛
犬
は
年
月
が
刻
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
も
、
新
し
く

昭
和
期
の
狛
犬
と
拝
見
し
ま
し
た
。

四
代
八
幡
宮
は
昭
和
20
年
９
月
の
台

風
に
よ
る
山
崩
れ
の
た
め
、
本
殿
、

拝
殿
、
玉
垣
な
ど
が
倒
壊
し
、
昭

和
31
年
に
社
殿
を
再
建
し
ま
し
た
の

で
、
こ
の
狛
犬
も
そ
の
時
に
柳
井
の

石
工
が
彫
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

以
上
、
上
関
の
狛
犬
さ
ん
は
、
い

ず
れ
も
「
お
す
わ
り
型
」
で
姿
勢
は

同
じ
で
す
が
、
ヘ
ア
ー
ス
タ
イ
ル
、

耳
の
形
、
尾
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
り
、
可
愛

い
で
す
ね
。
長
門
市
出
身
の
童
謡
詩

人
、
金
子
み
す
ゞ
の
言
葉
を
借
り
れ

ば
（「
私
と
小
鳥
と
す
ず
と
」
か
ら
）、

「
み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」

の
一
節
が
ぴ
っ
た
り
で
す
。（
今
回

で
連
載
を
終
わ
り
と
し
ま
す
。
お
読

み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。）
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寒い中、ほっとできたひと時　～歳末朝市～
　１２月２３日、恒例の『特
産物センター歳末朝市』が開
催されました。当日はとって
も寒く、しかも三連休とあっ
て、いつもの行列はできない
けれど、まずまずの人出でし
た。地元の野菜、ちらし寿司
やお惣菜、コロッケなど売れ
行きは上々の様子。社協ボラ
ンティアの皆さんによる、た
い焼きがとても好評でした。
また豚汁がふるまわれ、寒い
中、ほっとできるひと時でし
た。

もちつき、たのしいね！
　１２月１８日、中央公民館で『三世代交流餅つ
き大会』が行われ、多くの参加者で賑わいました。
室津地区の子ども会、婦人会、老人クラブの三世
代が仲良く餅つきを楽しみました。くどを構え薪
を焚き、餅米を蒸して、石臼と杵でつき、昔なが
らの手法で作ったお餅は最高に美味しかったです
ね。その後、みんなでビンゴゲームをして楽しい
年の瀬を過ごしました。

練習の成果は上々！ 　12 月 16 日、放課後子ども教室では、1 年間を
締めくくり、クリスマス会＆忘年会を行いました。
　学年ごとに出し物を用意。この日のためにひそ

かに練習を重ねたよう
です。日ごろお世話に
なっている指導員の皆
さんへ感謝を込めて出
し物を披露しました。
　とってもウケが良く
て、みんなで楽しい時
間を過ごしました。
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気持ちを引き締めて、
無火災誓う

表
彰
さ
れ
た
方
（々
敬
称
略
）

☆
上
関
町
長
表
彰

山
根　

康
一
（
戸　

津
）

小
濱　

一
也
（
室　

津
）

立
畠　

祐
作
（　

〃　

）

山
村　

康
行
（
四　

代
）

難
波　

勝
利
（
白
井
田
）

山
根　
　

夫
（
祝　

島
）

平
岡　

輝
男
（
機
動
隊
）

☆
山
口
県
知
事
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

⻆
田　

五
明
（
上　

関
）

内
藤　

清
秋
（
四　

代
）

☆
消
防
庁
長
官
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

辻　
　

正
義
（
白
井
田
）

小
川　

久
男
（
祝　

島
）

☆
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

○
功
績
章

西　
　

哲
夫
（
室　

津
）

○
精
績
章

新
升　

久
人
（
蒲　

井
）

○
勤
続
章

藤
井　

快
宏
（
上　

関
）

上
田　
　

稔
（　

〃　

）

児
玉　

勝
政
（
室　

津
）

山
近　

立
己
（
四　

代
）

濵
本
新
太
郎
（
祝　

島
）

☆
山
口
県
消
防
協
会
記
念
日
表
彰

○
功
労
章

谷
村　
　

進
（
四　

代
）

☆
山
口
県
消
防
協
会
長
表
彰

︿ 

10
年
勤
続
章 

﹀

中
村　

秀
敏
（
室　

津
）

小
濱　

潤
也
（　

〃　

）

吉
田　

達
固
（
蒲　

井
）

新
升　

幸
枝
（　

〃　

）

金
永
㔟
津
男
（
白
井
田
）

山
﨑　

幸
三
（
祝　

島
）

三
藤　

保
彦
（　

〃　

）

山
戸　
　

孝
（　

〃　

）

田
中　

宏
明
（
機
動
隊
）

明
石　

修
治
（　

〃　

）

西
山　

大
介
（　

〃　

）

︿ 

20
年
勤
続
章 

﹀

古
泉　

直
紀
（
室　

津
）

岡
村　

正
明
（　

〃　

）

鈴
木　

丈
夫
（　

〃　

）

︿ 

30
年
勤
続
章 

﹀

尾
﨑　

邦
彦
（
上　

関
）

︿ 

40
年
勤
続
章 

﹀

中
原　

和
巳
（
祝　

島
）

○
功
績
章

辻　
　

正
義
（
白
井
田
）

車えび、おいしくいただきました！
　１２月９日、町内の学校給食メニューに車
えびが登場しました。
　これは、栽培漁業センターの計らいで、今
年で６回目となります。活きのいい車えびが
塩焼きに調理され、紅く色づき、とても美味
しそう。小学生は一人１匹、中学生は２匹づつ、
要領よく皮をむいて食べていました。「こんな
立派な車エビをふるまってもらえるなんて贅
沢。感謝して食べよ！」校長先生の談。

　１月５日、恒例の消防出初式が行われました。消防団
員の勇壮な行進と消防車のパレードで始まり、式典では
消防活動にご尽力された方々が表彰されました。式典後、
港湾で一斉放水が行われました。昨年の未曾有の災害等
を教訓として、気を引き締め、町の防災に努めていただ
きたいと願っています。
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日本経済の「いま」を教えてください。
地
域
の

未
来
づ
く
り
に
も

役
立
て
ま
す
。

総務省ホームページ（経済センサス総合ガイド）
http://www.stat.go.jp/data/e-census/guide/index.htm

■調査票は平成24年1月末までにお届けします。2月1日以降に提出をお願いします
■この調査は、統計法に基づく基幹統計調査で、調査票に記入して提出する義務があります
■提出された内容は統計作成の目的以外（税の資料など）には絶対に使用しません

■問い合わせ先
　平成24年経済センサス活動調査　コールセンター
　　☎０１２０－４４－１０３４（無料）
　　受付時間：午前９時～午後９時
　　（土・日・祝日も利用できます）
■町役場総合企画課　☎６２－０３１６

平
成
24
年
度

山
口
県
立
山
口
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

▼
募
集
定
員

　

普　

通　

科　

３
６
０
名

　

衛
生
看
護
科　

４
０
名

　

科
目
履
修
生　

特
に
制
限
な
し

※
衛
生
看
護
科
は
連
携
施
設
在
学
者

等
に
限
る
。

▼
出
願
願
書
受
付
期
間

３
月
21
日
㈬
～
４
月
３
日
㈫

受
付
時
間
は
、
13
時
～
14
時

た
だ
し
、
土
曜
、
日
曜
、
３
月
27

日
・
28
日
・
４
月
２
日
は
除
く
。

▼
出
願
書
類

出
願
に
必
要
な
書
類
の
請
求
は
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
「
角
型

２
号
」
封
筒
を
同
封
し
て
、
山
口

県
立
山
口
高
等
学
校
通
信
制
課
程

に
申
し
込
む
こ
と
。

▼
検
査

出
願
願
書
受
付
期
間
中
に
、
山
口

県
立
山
口
高
等
学
校
に
お
い
て
出

願
手
続
き
の
た
め
に
登
校
し
た
日

に
検
査
を
実
施
す
る
。

▼
検
査
内
容　

面
接
・
作
文

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
立
山
口
高
等
学
校
通
信
制

　

〒
７
５
３

－
８
５
０
８

　

☎
０
８
３
・
９
２
２
・
８
５
１
９

保
育
所
園
児
募
集

保
育
所
と
は
、
保
護
者
の
就
労
な
ど

の
理
由
に
よ
り
家
庭
内
で
保
育
で
き

な
い
乳
児
・
幼
児
を
保
護
者
に
代

わ
っ
て
保
育
す
る
施
設
で
す
。

４
月
か
ら
新
た
に
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、「
入
所
申
込
書
」
に
て
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
継
続
し

て
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
源
泉

徴
収
票
の
写
し
（
ま
た
は
確
定
申
告

書
の
写
し
）
も
し
く
は
就
労
証
明
書

の
提
出
だ
け
で
継
続
で
き
ま
す
。

※
保
育
料
は
世
帯
の
課
税
状
況
な
ど

に
よ
り
町
が
決
定
す
る
た
め
、
各

所
（
園
）
に
よ
る
違
い
は
生
じ
ま

せ
ん
。

▼
受
付
期
間

　

１
月
16
日
㈪
～
３
月
15
日
㈭

▼
募
集
保
育
所
及
び
定
員

踊
堂
保
育
園　

30
名

上
関
相
互
保
育
園　

30
名

▼
申
込
方
法

民
生
課
社
会
福
祉
係
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）
に
用
意
し
て
あ
る
「
入
所

申
込
書
」
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

民
生
課
社
会
福
祉
係

☎
６
２
・
０
１
８
４
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軽
自
動
車
税
の
納
期
が

５
月
末
に
な
り
ま
す

今
回
の
変
更
は
、
納
税
通
知
書
が
お

手
元
に
届
い
て
か
ら
納
期
限
ま
で
の

期
間
が
短
い
こ
と
や
、
近
隣
市
町
の

状
況
等
を
考
慮
し
て
行
う
も
の
で

す
。

▼
納
期
限
の
変
更

例
年
軽
自
動
車
税
の
納
期
は
４

月
末
で
し
た
が
、
平
成
24
年
度
よ

り
、
５
月
末
と
な
り
ま
す
。
口
座

振
替
日
も
５
月
末
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

▼
納
税
通
知
書
の
発
送
時
期

納
期
の
変
更
に
伴
い
、
納
税
通
知

書
は
５
月
上
旬
の
発
送
と
な
り
ま

し
た
。
も
し
、
５
月
中
旬
を
経
過

し
て
も
納
税
通
知
書
が
お
手
元
に

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
課
税
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
納
税
証
明
書
（
継
続
検
査
用
）

　

に
つ
い
て

平
成
23
年
度
軽
自
動
車
納
税
証
明

書
に
は
有
効
期
限
が
「
平
成
24
年

４
月
30
日
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
納
期
の
変
更
に
伴
い
、「
平

成
24
年
５
月
31
日
」
ま
で
そ
の
ま

ま
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
賦
課
期
日

　
（
軽
自
動
車
税
の
課
税
基
準
日
）

賦
課
期
日
（
軽
自
動
車
税
の
課
税

基
準
日
）
は
従
来
ど
お
り
４
月
１

日
で
す
。
毎
年
４
月
１
日
現
在
で

登
録
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
等
の

所
有
者
に
対
し
て
賦
課
さ
れ
ま

す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

総
務
課
課
税
係

☎
６
２
・
０
３
１
３

紛
争
自
主
解
決
支
援
セ
ミ
ナ
ー

退
職
・
解
雇
等
を
は
じ
め
、
職
場
の

ト
ラ
ブ
ル
を
解
消
・
防
止
す
る
た
め
、

事
業
主
や
労
務
管
理
担
当
者
向
け
の

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

平
成
24
年
２
月
６
日
㈪

　

午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所

　

山
口
県
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　
（
山
口
市
吉
敷
下
東
三
丁
目
）

▼
演
題
・
講
師　

「
職
場
ト
ラ
ブ
ル
対
応
の
法
律
実
務
」

弁
護
士　

奥　

憲
治
氏

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
労
働
局
総
務
部
企
画
室

　

☎
０
８
３
・
９
９
５
・
０
３
６
５

育
児
・
介
護
休
業
法
及
び

男
女
雇
用
機
会
均
等
法

説
明
会
の
ご
案
内

平
成
21
年
に
改
正
さ
れ
た
育
児
・
介

護
休
業
法
が
平
成
24
年
７
月
１
日
よ

り
適
用
が
猶
予
さ
れ
て
い
た
従
業
員

100
人
以
下
の
事
業
主
に
も
適
用
と
な

り
ま
す
。

▼
日
時

　

平
成
24
年
２
月
７
日
㈫

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

▼
場
所　

　

ス
タ
ー
ピ
ア
く
だ
ま
つ

下
松
文
化
会
館
（
下
松
市
中
央
町

21
－

１
）

▼
対
象
者

　

事
業
主
・
人
事
労
務
担
当
者
等

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

山
口
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
山
口
市
中
河
原
６

－

16　

山
口

地
方
合
同
庁
舎
内
）

☎
０
８
３
・
９
９
５
・
０
３
９
０

FAX
０
８
３
・
９
９
５
・
０
３
８
９

事
業
所
で
加
入
し
ま
せ
ん
か

「
ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済
」

県
内
の
中
小
企
業
の
働
く
方
の
た
め

の
共
済
制
度
で
す
。
月
々
わ
ず
か
な

掛
金
で
、
死
亡
、
障
害
、
入
院
、
住

宅
災
害
な
ど
保
障
し
、
結
婚
、
出
産
、

銀
婚
、
小
・
中
・
高
校
入
学
祝
金
も

給
付
し
ま
す
。
さ
ら
に
全
国
宿
泊
施

設
の
助
成
や
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
助

成
も
あ
り
ま
す
。

▼
掛
金

月
額　

１
型
４
５
０
円

　
　
　

２
型
９
０
０
円

　
　
　

３
型
１
，
５
０
０
円

　
　
　

４
型
２
，
０
０
０
円

　
　
　

高
齢
者
型
４
５
０
円

　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
型
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
関
町
勤
労
福
祉
共
済
会
（
産
業

振
興
課
管
理
係
）

☎
６
２
・
０
３
１
５

花咲く海の町振興券の使用期限は
今月中です！

　
　

平
成
23
年
11
月　

敬
称
略

　

死
亡
者
名                 

年
齢   

地
区
名

前　

田　

キ
ミ
子	

81	

室　

津

森　

口　

孝　

子	

76	

室　

津

浅　

海　
　

滋	

83	

室　

津

飯　

田　

美　

鶴	

77	

上　

関

小　

路　

ス
ヱ
ノ	

104	

蒲　

井

河　

内　

好　

子	

87	

上　

関

　

つ
ぎ
の
方
か
ら
、
社
会
福
祉

事
業
に
対
し
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。   （
平
成
23
年
11
月
）

香
典
返
し

　

故		

浅
海　

滋　

	

様　

室　

津

喪
主		

浅
海　

眞
二	

様

篤
志
寄
付

　

愛
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
売
上
金
寄
付

　
　

東
山
口
信
用
金
庫

　
　
　
　
　
　
　

上
関
支
店　

様

　
　

上
関
町
連
合
婦
人
会　
　

様

　
　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
様

　
　

山
口
銀
行
上
関
支
店

　
　
　
　
　
　
　

行
員
一
同　

様

振興券の使用期限は 1 月 31 日（火）までとなって
います。まだ、お手元にある方は忘れずにご使用
ください。お買い物はお早めに！
問い合わせ先：総合企画課　☎６２－０３１６

花咲く海の町振興券の使用期限は
今月中です！
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仏像の勧誘（劇場型勧誘）に注意！

　「劇場型勧誘」とは、販売業者以外の何者かが、消費者に対し、
販売業者との取引が消費者にとって有利な取引であると思わせ、
販売業者と契約するように仕向ける勧誘手法です。実際に買い取
られた事例はなく、高額な被害を受けることになり、また被害回
復も非常に困難です。不意に電話で、「もうかる」「以前の損失を
取り戻せる」などと勧誘されても、業者の話を安易に信用しては
いけません。少しでも不審に感じた場合や、業者の実態等がわか
らない場合は、一人で判断せず、家族や周りの信頼できる人に相
談することが大切です。また、一般論として、電話勧誘販売に対
しては、本当に必要なものかどうかをよく考え、購入するかどう
か慎重に検討し、不要であれば、きっぱりと断りましょう。
　業者とトラブルになったときは、一人で悩まず、なるべく早く、
最寄りの市町消費生活相談窓口か県消費生活センターにご相談く
ださい。

　突然聞いたことのない業者から「Ａ社が販売している仏像を後
から高値で買い取るので、購入してくれないか」という電話がか
かった。信用して大丈夫か？

消費生活センターからのお知らせ

柳井警察署だより

新年に無事故・無違反を誓おう

柳井地域
休日・夜間応急診療所

区分 診　療　日 診 療 時 間

休
日
昼
間

日曜日・祝日・
盆（８月15日）

年末年始
（12 月 30 日

～１月３日）

９時～ 12 時
13 時～ 17 時

受付は
30 分前まで

平
日
夜
間

月～金曜日
19 時～ 22 時

受付は
30 分前まで

診療所連絡先：
　☎２２ー９００１

（診療時間内）
県小児救急医療電話相談：
　（受付時間：19 時～ 22 時）
　☎ 083 － 921 － 2755

こんな相談がありました

ワンポイントアドバイス

昨年は、柳井警察署管内で交通死亡事故が多発し、多くの尊い命
が失われた他、４００人近い人が負傷されました。
一人ひとりが「思いやりとゆずり合い」の心を持ち、安全な運転
や歩行に努め、今年一年も無事故・無違反で過ごしましょう。
そのためには
★歩行者の方

ドライバーにとって、夕暮れ時から夜間、早朝まで
の時間帯は、歩行者の姿が発見しづらい時間帯です。
歩行者や自転車の方は、反射材の着用や明るく目立
つ色の服装にしましょう。

★ドライバーの方
早めのライト点灯やハイビームへのこまめなきりか
えで、前方の視界を確保しましょう。
飲酒運転は、ドライバーだけでなく、その周囲にい
た人も罰せられることがあります。お互いが「飲酒
運転は絶対してはいけない！」と声をかけ合いま
しょう。

★車に乗ったら
後席を含む全席でのシートベルト着用が義務化
されています。車に乗ったら全席・全員がシー
トベルトやチャイルドシートを正しく着用しま
しょう。

編 集 後 記
　新しい年を迎えました。９日
は「成人の日」で、全国各地で
成人式が行われた様子。ある地
域では、両親も同席して祝うと
ころがありました。その中で、
成人が親に手紙を読む場面があ
り、結婚式ではよくあるシーン
ですが、成人式でもいいものだ
なと思いました。○○年前の自
分の頃を思い出し、（どうにか
思い出せました !?）成人を迎え
て１番にすることは親に感謝の
言葉を伝える事と言われました
が、時代を超えても変わらない
んだと改めて感じました。「両
親が私のお手本です！」と言っ
た人も。冥利に尽きるとご両親
は喜んだことでしょうね。
　いろんな感動を体験しながら
今年も頑張りたいと思います。
ご愛読よろしくお願いいたしま
す。
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オープン１か月を迎えた鳩子の湯。来場者は１日平均
５００人。評判もよく、県外からも多数来られている
ようです。年末年始も休
まず営業し、年中無休で
スタッフの皆さん頑張っ
ておられます。
町内の皆さん、寒い冬こ
そ、ぜひ「鳩子の湯」へ
温まりにお越しください。

鳩子の湯、盛況です。

26(木)

28(土)

29(日)

30(月)

31(火)

20(金)

21(土)

22(日)

23(月)

24(火)

25(水)

1月
15(日)

２月
１(水)

２(木)

３(金)

４(土)

５(日)

６(月)

７(火)

８(水)

９(木)

10(金)

11(土)

12(日)

13(月)

14(火)

15(水)

16(月)

17(火)

27(金)

18(水)

19(木)

⎩
⎨
⎧

※予定表ですので日時の変更がある場合もあります。
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通
勤
途
中
、
平
郡
島
か
ら
昇
る

朝
日
を
背
に
受
け
て
渡
る
上
関
大

橋
、
航
行
船
が
輝
き
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
へ
の
お
見
舞
い
、
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
い
「
絆
」

の
一
文
字
を
心
に
、
大
橋
か
ら

の
「
昇
り
竜
」
を
期
待
し
な
が
ら

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
ま
し
た
。

室
津　

髙
松　

秀
義

（
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
か
み
の
せ
き
）

瀬
戸
�
�
日
�
出
�

⑤

サ
ル
ビ
ア
グ
ル
ー
プ
（
白
井
田
）　　

　

代
表
者　

辻　

正
義

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
サ
ル
ビ
ア
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
今

年
で
９
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
苗
の
植
付
に
は
区
の

役
員
が
手
伝
っ
て
く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。
日
頃

の
手
入
れ
は
女
性
５
名
で
行
い
、
今
年
は
良
か
っ
た

ね
、
悪
か
っ
た
ね
と
言
っ
て
は
、
一
歩
前
進
二
歩
後

退
で
、
み
ん
な
愚
痴
も
言
わ
ず
、
明
る
く
作
業
し
て

お
り
ま
す
。
う
ち
４
名
は
後
期
高
齢
者
で
す
の
で
、

い
つ
ま
で
続
き
ま
す
や
ら
⋮
。
愛
の
手
を
求
め
て
お

り
ま
す
。（
笑
）

　

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
し
て
、
白
井
田
に
き
れ
い

な
花
を
咲
か
せ
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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